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昨年 の本 学会において， 卵白攬作時 の泡 もどり液 の性

状 につい て， トリプシン阻害性 ，蛋 白質 量， 遊離アミノ

酸 量，遊 離アミノ糖 量，遊 離チロシ ン量について報 告し

たが，こ れらの結果 を検討 ナるために泡もどり液中の蛋

白性状につい てひきっづ き検討 を加え た。

泡 もどり液のディスク泳動， チセリウス電気泳 動の結

果 から泳 動的 に多 少の変化も伺えるが，組成比において

は ほとんど変化 がみられず，泡 の形 成にとくに， オボク

ロブ リンが関係するとい う先人 の報 告をうらづ ける結果

は えられなかった。

また泡 もどり液中の遊 離アミノ酸 は減少するが，泡 も

ど り液中の蛋 白グラムあたりのアミノ酸， アミノ糖， チ

ロシ ンはいずれ も変化 は伺えず，卵白蛋白中のある蛋 白

がとくに泡 に残存 ナるこ とは推 定できず， 攬作によって

減 少した遊離アミノ酸は主とし て泡に吸着して失 われる

ためではないか と考え られたので， 泡もどリ液にならず

に残存する泡につ いて更 に検討 したので 併 せ て 報 告 す

る。


